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例 言

1 本雷は、 中俣住宅地造成事業 に伴い実施した埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 発掘調査事業 は、 長野電鉄株式会社・株式会社長野ジャシイの委託を受け、 長野市教育

委員会が実施した。

3 発掘調査地は、 長野市大字柳原字宮西地籍に位置している。 隣接する中俣遺跡の範囲内

となる可能性もあるが、 調査地北西に遺跡範囲がのび、 別遺跡となる可能性も高い。 よっ

て、 今回の報告にあたっては、 調査地の字名をとり宮西遺跡として報告する。 これはあく

まで仮称であり、 正式名称については将来的課題とする。

4 辿構の測量は、 有限会社 写真測図研究所に委託し、 コー ディ ックシステムにより

1 : 20縮尺の基本原図を作成し、 本書では、 あらかじめ断りのない限 り基本的に 1 : 80 

縮尺に統一してある。 また、 遺物実測に関しては、 土器 1 : 4 •  土器拓影 1 : 3を基本と

している。

5 本古作成における作業は各調査員が分担し、 執筆・編集は千野・寺島が担当した。

6 調査によって得られた諸資料は、 長野市教育委員会（担当 長野市埋蔵文化財センタ ー ）

で保管している。
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序

長野盆地は、 東縁に上信越国立公園山系より延びる火山性の東部山地、 西縁を海底等の隆

起による堆積性の犀川丘陵山地に囲 まれ、 南北に長く形成されてい ます。 そして盆地内部に

おいても、 千曲川によりもたらされた沖積地、 それに注ぎ込む大 小の河川による扇状地が発

達しており ます。 このような複雑多岐にわたる地形の上に私達の長野市が成り立ってい ます。

そ こにはそれぞれの地形や立地に応じて様々な生活や生産活動が見られ、 古代から営々と続

いてきた人々の英知の集合を見る ことができ ます。

当遺跡の所在する 小島柳原遺跡群は、 千曲川左岸に形成された自然堤防上に展開する遺跡

群で、 近 隣する浅川扇状地遺跡群とともに長野盆地の北部を代表する遺跡群である ことは周

知されていると ころであり ます。 こ こにお届けいたし ます長野市の埋蔵文化財第 64集には、

このたびの 発掘調査によって得られた成果が詳しく掲載されており ます。 連綿と綴られてき

た人々の歴史のなかのほんの 一部にすぎ ませんが、 地域史解明の 一助としてお役立ていただ

ければ この上ない喜びであり ます。

最後になり ましたが、 埋蔵文化財保護に対する深いご理解とご協力ならびに発掘調査に際

して多大なご尽力をいただき ました長野電鉄株式会社•株式会社長野ジャシイの関係者各位

と地元の方々、 報告書刊行に至る まで、 ご援助・ご指導を賜り ました関係機関・諸氏に厚く

御礼申し上げ ます。

平成 6年 3月

長野市教育委員会

教 育 長 滝 澤 忠 男



調査に至る経過

I 調 杏 経 過

長野市柳原地籍は、 地形的には千曲川によって形成された自然堤防と 千曲川の氾濫原が認められる。 今回の調査

地周辺は、 千曲川の氾濫原上に位置するものと考えられ、 長沼1号幹線排水路沿いに畑地が分布するほかは、 一面

低湿な水田が展開する。

平成5年12月、 この地区における宅地造成を目的とした開発事業 が長野電鉄株式会社によって計画されるのにと

もなって、 開発行為に関する事前協議の申出書が長野市教育委員会に提出された。

事業 予定地内は周 知の「 小島柳原遺跡群」の範囲内に位置するが、 近年の 土地区画整理事業 に伴う調査成果など

により、 逍跡範囲が拡大することも予想されるために、 長野市教育委員会は長野電鉄株式会社・株式会社長野ジャ

シイの委託を受け、 事前に埋蔵文化財の 有無を確認するための試掘調査を実施することとなった。

試掘調査は 平成 6年1月10日に、 事業 予定地内の任意の地点 4箇所について実施した。 各地点における 土層堆積

状況は概ね 一致し、 現地表下約 1 m前後に存在する黒褐色粘質 土層が遺物包含層と認定された。

この結果により事業面積1500 rrf中、 掘削等の工程による埋蔵文化財の破壊が予想される約500面について、 記録

保存を前提とした発掘調査の必要性が確認された。

発掘調査は平成 6年 1月 20日より開始し、 2月 2 4日までの実質 2 3日間にわたって実施した。

図1 調査地および周辺字名C1 : 5,000) 
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2 調査体制

調 査主 体 者

長 野 市 教 育 委 員 会 教 育 長 滝澤 忠男

調 査 機 関

長野市埋蔵文化財センタ ー 所 長 荒井 和雄

調 査 員

発掘作業参加者

整理作業参加者

所長補佐 山中 武徳

所長補佐 矢口 忠良

庶務係 係 長 山中 武徳

職 員 青木 厚子

調 査係 係 長 矢口 忠良

主 査 青木 和明

主 事 千野 浩

主 事 飯島 哲也 表 土剥ぎ作業

専門主事 羽場 卓雄

専門主事 太田 重成

専門主事 清水 武

専門 員 中殿 章子

専門 員 横山かよ子

専門 員 笠井 敦子

専門 員 山田美弥子

専門 員 寺島 孝典

専門 員 西沢 真弓

矢口 栄子・青木 善子 調 査風景

松浦サトミ ・大和 笑子・辰野 政治•松田もと江•水野 貞子・ 小林紀代美• 鈴木 友江・

待井 春子• 清水 七男•徳永 ー•松尾よし子・中村 忠彦• 宮沢美代子・中島 芳江・

清水かおる•関川 幸子• 宮沢つね子・松田なか子•松田美恵子

小泉ひろ美・向山 純子• 西尾 千枝• 武藤 信子•徳成奈於子・岡沢 治子・池田 見紀

測 量 委 託 有限会社 写真測図研究所

発掘調査を遂行していくうえにおいて、 多くの方々にご支援ご助力をいただいている。 現地調 査に際して長野電

鉄株式会社 ・株式会社長野ジャシイ関係諸氏にはプレハブ・重機・配水ポンプ等の手配など、 その都度便宜をはかっ

ていだいた。 極寒の悪条件の中、 地元の発掘作業員の皆様方には多大なるご尽力をいただき、 また飲料水の提供を

していただいた関川 一志様方には、 感謝申し上げる次第である。 このたびの調査でご支援ご協力を賜った関係各位

に、 重ねてお礼申し上げ ます。
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II 小島柳原遺跡群の環境

長野市域犀川以北には、 浅川扇状地遺跡群 • 小島柳原遺跡群という大きな二つの遺跡群が存在する。 前者は浅川

によって形成された広大な扇状地上に立地する遺跡群であり、 後者は千曲川左岸に形成された自然堤防上に展開す

る遺 跡群である。 中俣遺跡は後者の北東端に位置する遺跡で、 今回の調査地点は中俣遺跡の 南端に所在している。

以下中俣遺跡周辺の正式調査を経た遺跡の概要を延べ、 小島柳原遺跡群の環境とする。

l 中俣 逍 跡

① 中俣土地区画整理事業地区地点

長野市中俣土地区画整理事業にともない、 昭和 63年度から 平成 2年度にかけて約5000 rri勺こわたる発掘調査を実施

した。 想定される中俣遺跡範囲の中央部分に位置する。 調査では弥生時代中期から古墳時代前期にかけての集落跡

が検出され、 特に中期後半の栗林式期における集落は規模も大きく、 住居址19軒 • 土坑 19 基•溝跡 2本をそれぞれ

検出している。 ほぼ同時期に展開すると見られる千曲川下流の中野市栗林遺跡、 上流の松代町松原遺跡などの大規

模集落の存在を考慮するならば、 千曲川の河川交通を中心に形成された戦略的ネットワ ー クに組み込 まれた、 一つ

の拠点集落として把握される可能性も高い。

圏 2 調査地周辺の遺跡分布(1 : 20, 000) 
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また弥生時代終末から古墳時代初頭に比定される13号溝跡からは、 大量の外来系土器群の出土を見た。 北陸地方

を中心に東海や 近江地方の影響を示す土器群も出土している。 さらに遺構外からの出土ではあるが、 近 畿地方の布

留式土器も検出されている。 これらは 古墳出 現前夜における活 発な人々の交流を物語るものであり、 北信地域にお

ける 古墳出 現期の様相を追及するうえで、 究めて重要な資料となろう。

（文献：長野市教委1991『 小島柳原遺跡群中俣遺跡 浅川扇状地遺跡群押鐘遺跡・壇田 逍跡』長野市の埋蔵文化財

第 41集 ）

② 中央消防署柳原分署地点

平成 3年度に実施された柳原分署移転新築にともなう発掘調査で、 調査面積約400m'を測る。 調査地点は区画整

理地点の北東にあたり、 中俣遺跡想定範囲の北限に位置するものと思われる。 調査では弥生時代後期から古墳時代

後期にわたる遺構を確認している。 検出された弥生時代迫構はすべて後期に比定されるものである。 弥生時代中期

の 辿物は出土しているがこれらにともなう遺構は検出されていない。 また 古墳時代後期の住居址は区画整理地点に

おいては確認されておらず、 付近 に存在する水内坐一元神社遺跡などの同時期集落とは別の集落が調査地周辺に展

開していたことが明らかとなり、 当該期の集落群の展開を考慮するうえでも輿味ある問題といえよう。

（文献：長野市教委199 2『 小島柳原遺跡群中俣遺跡Il』長野市の埋蔵文化財第 48集 ）

2 水内坐一元神社遺跡

長野市立柳原 小学校校舎移転新築事業にともない調査された遺跡で、 中俣遺跡と同一の自然堤防に立地し、 将来

的には当遺跡の範疇と把握される可能性が高い。 弥生時代住居址 4軒、 古墳時代住居址 5軒、 平安時代柱穴群•溝

跡などが検出されている。 弥生時代中期から 古墳時代前期を中心とする中俣遺跡とは構造・時期的にややずれがあ

り、 各時期の集落立地の変遷を考えるうえで重要と思われる。

（文献：長野市教委19 80『三輪遺跡』長野市の埋蔵文化財第 6 集 ）

3 小島境遺跡

弥生時代中期以降各時代の 辿構が検出されている。 古墳時代の周溝墓 5基が検出されており、 これらと同時期の

住居址群も検出され、 うち 3軒から玉造生産関係の遺物が出土している。 出土土器群の様相には新潟地方からの影

孵が色濃く 現れ、 またS字状口縁台付甕もこれに伴出しており、 千曲川流域における古墳時代初頭の土器様相の 一

端を示す良好な資料といえる。

（文献： 青木和明1 9 8 4「 小島境迫跡」『古墳出 現期の地域性』千曲川水系 古代文化研究所他 ）

4 南川向遺跡

主に平安時代集落が検出され、 特徴的な 逍物としては緑釉陶器皿が出土している。

（文献：長野市教 委1 9 8 8『 小島柳原遺跡群 南川向 逍跡』長野市の埋蔵文化財第 2 5集 ）

5 上中島遺跡

平安時代中期の住居址 3軒•溝跡 2本と時期は不明確であるが、 火葬骨埋葬墓1基が検出されている。 当遺跡に

おいて、 平安時代集落が検出できたことは意義のあるように思える。 また平安時代以降に比定されるであろう火葬

骨埋葬墓も、 検出状況などから「曲物」状の容器に入れ埋葬したものと思料され、 注目される追構である。

（文献：長野市教委1994『浅川扇状地遺跡群三輪遺跡 小島柳原遺跡群上中島遺跡』長野市の埋蔵文化財第6 2集 ）
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III
 

調 杏

調査概要

調査は、 事業 面積1, 500 rrl中、 掘削等の工程により埋蔵文化財に破

壊の及ぶ可能性の高い約500 rri勺こついて実施した。

弥生時代住居址11軒、 古墳時代周溝墓 2基、 中世溝址等が検出され

ているが、 まず本遺跡に 最初の人の活動の痕跡をしるすのは弥生時代

中期栗林式期である。 3軒の住居址が確認されているが明確なのは10.

＼ 
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図 3 調査区全体図(1 : 300) 

11号住居址の 2軒である。 特に10号住居址は比較的 まと まった遺物を

出土しており、 栗林式期でも古相を呈している。 また、 11号住居址も

住居址中央に位置する深いビットの存在から同様の時期に比定しうる

であろう。

次に住居址が展開するのは弥生時代後期箱清水式期になってからで

ある。 確実なもので1- 4号. 8号の 5軒の住居址が確認されている。

1- 3号住居址に見られる切りあい関係から箱清水式期の中でもある

程度の時間幅が考慮されるが、 後述する古墳時代初頭同様かなりの贔

の北陸系 土器の存在が確認され注目される。

古墳時代初頭になると本調査地付近 は新たに墓域として利用される。

2基 の周溝基 を検出しているが、 近 接する中俣遺跡が弥生時代中期～

後期にかけての居住域の中心であることを考慮するならば本遺跡から

北西側に展開する後背湿地の際に墓域が展開する可能性も高く 今後の

調査にとって、 重要な所見を提示したものと言えよう。 弥生時代後期

同様北陸東北部系 土器の存在も注目される。

これ以降中世 まで遺構の存在は認められないが、 1号溝址. 3号 土

壊など中世遺構は柳原遺跡群のなかでは初出であり、 本調査地から南

1 km付近 に存在する中世域館・中俣城跡との関係も考慮せねばならぬ

であろう。
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2 遺構と遺物
1号住居址（囮 4- 6) 

弥生時代後期箱清水式期の住居址である。 2号住居址・

1号土壊に 一部を切られ、 また北隅は調査区外となる。

確認面からの掘り込みは平均15cm前後と全体に浅い。

平面フ゜ ランは 4.00 m X 3 . 1 5mの隅丸長方形住居址である。

主柱穴はP l-P 4の 4本を検出しており、 柱穴配置は

長軸 2.10 m、 短軸 1.10 mの 4本長方形配列である。 p 5 • 

P 6は出入り口施設に関連すると思われる 2本 一対の支柱

で、 p 7は貯蔵穴と考えられる。

炉は奥壁側主柱穴間中央やや内よりのところに位置し、

深さ 3 cmほどの地床炉である。 焼土ならびに炭化物の堆積

が確認されている。

床面は住居址中央付近 を中心に、 比較的固く 締まった状

況であった。

覆土から床面にかけて壷(1) • 甕( 2) • 杯 3)が出 土している。

'¾� 

図5 1号住居址出土 土器実測図C1 : 4) 
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1号住居址実測図(1 : 80) 

図 6 1号住居址出 土土器拓影 (1 : 3) 
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2 号住居址 （図 7 • 8 )  

1 号 ・ 3号 住居址 を 切って 構築される

が、 3 号溝 址 に 切られる。 また、 北 側は

½以 上が 調査区外となり、 詳細は 不明な

部分が 多い。

平面 プ ランは 短辺3 .70 m ほど の隅 丸長

方形と 予想される。 主柱穴はP 1 •  P 2 

を検 出しているが、 4 本- 6 本長方 形 の

主柱穴配置か考えられる。

P 3 •  P 4は 2 本一対 の 出 入り D 施設

に 関連する 支柱、 p 5は 貯蔵穴的な 施設

と 考えられる。

床面は 全体に 軟弱で 不明瞭なも のであっ

た。

p 4 東側の 壁際床面より 大型の壷( 1 )と

高坪(2 )が つ ぶれた 状況で 出 上して いる 。
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3 号住 居址 （図 7• 9 ・10 )

2 号住居址 同様弥 生時代後期 箱清水 J:,

期の住 居址である。

2 号住居址. 3 号溝址に 切られ、 南側

は 一部調蒼区外となる。

平面プ ラ ンは 短辺3 .80 mほどの 隅丸 方

形 住居址と 考えられる。 主柱穴は p 6-

p gの 4 本を検 出しているが、 主柱 穴配

置は 4- 6 本の 長）う形 配列と 考えられよ

う。 床面は 全体に 軟弱で 不明瞭なもので

あ った。 覆土から 床面に かけて 壷(1)• 甕

( 2) . 坪( 3) .高 杯 ( 4• 5 ) が出 土してい 3 号住居址

る。
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図10 3 号住居址出土 土器拓影C1 : 3 )  

4 号住居址 （ 医11-13 )

弥 生時代後期 箱清水式期の住居 址である。

北側は 1 号溝址に切られ、 西側は 若 干が調査区外と

なる。

平 面プ ラ ンは 4. 20 m X 3. 8 5 mの 隅丸長方形住居址で

ある。 主柱穴はP l-P 4を検出している。 主柱穴配

置は 長 軸1.90 m、 短軸1. 75 mの長方形 配列であるが、

p 2に 対応する 柱穴が検 出されていない点よりすれば

P l• P 3•P 4による 4 本長 方形 配列の可能性が高

し 、
゜ P 5 ·P 6は 出 入り 口 施設に関 連する 二本 一対の

支柱、 p 7は貯 蔵穴と想定される。 p 7の北側に 壷(1)

が床 面 上より 正位の 状態で 出土している。

奥壁側柱穴間中央内よりのところに地床 炉が検出さ

れて いる。 床 面は住 居址中 央付近 を 中心に比較的 堅緻

な状 況であった。 確認面からの掘り 込みは深く平均 30

cm前後を 測る。

覆土中層 から 床面に かけて比較 的多量の 土器が出 土

して いるが、 北陸系と 考えられる 壷( 2) • 甕 ( 4)は注目さ

れる。
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4号住 居址 • 同土器出 土状況
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図12 4号住 居址 出土土器実測図( 1 : 4) 
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図1 3 4号住居址出 土土器拓影 ( 1 : 3) 
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5号住居址 （図 3 • 14) 

弥生時代後期箱清水式期 の住居址である。 6号住居址を切って構築されるが

大 半を 4号溝址に切られ詳 細は不明である。

平面 プ ランは長 辺4. 0 0 mほど の隅丸長方形住居址と考えられる。 床面は全体

に 軟弱で不明 瞭なも のであり、 柱穴•炉址等 の 内部施設は検出していない。

住居址南隅 の床面上より 片 口 の ついた 鉢形土器を 一点出土している。

図14 5 号住 居址出土 上器実測 図

6 号住居址 （ 囮 3 )

弥 生時代中期 栗林式期 の住 居址と考えられる。 5号住居址と 4号溝 址に 大半を 切られ 詳細は 不明である。 平面 プ

ランは 円形 住居と 考えられるが、 柱穴•炉址 等の内部施設も検出されておら ず、 規模も 不明と 言わ ざるを 得ない。

出 土 土器はい ずれも 小破片で、 図示しうるも のは無い。

7 号住居址 （図 3 )

当初住居址を想 定して調査を 進めたが、 柱穴・炉址等 の内部施設が検出され ず また 床 面 の状況も 不明瞭なも ので

あり、 性 格不明 の 竪穴状遺 構である。 平面 プ ランは 4. 10 X 2 . 80 mほど の隅丸長方形を 呈し、 確認面から の掘り込み

は 平均20 cm前後である。 弥生後期箱清水式期 の 土器破片を 若干出土しているが、 時間等明確にしうるも のは 無い。

8 号住居址 （図15• 16) 

弥 生時代後期箱清水式期 の住居址である。

北側は 10号溝址に切られ、 南側は 大半が調査区外となり詳 細は

不明な部分が多い。

平 面 プ ランは短辺で 3 .60 m前後 の隅丸長方形住居址と予想され

る。 主柱穴はp 1を確認した のみだが 4本長方形配 列が予想され

る。 炉は地床炉で奥壁側柱穴間 中央 壁よりに位置するも のと思わ

れる。 確認面から の掘り 込みは深く西側で 平均 50 cm、 東側で 30 cm

を測る。 床面は全体に比較的 堅緻な状況であった。

かなり の土器破片が出土しているが 闊示しうるも のは 少ない。

. ... 

� 

�,.,�--
図15 8号住居 址実測図C 1 : 80) 
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南側は 大半が 調査区外となり 詳細は 不明で ある。 平

面 プ ラ ンは 短辺2 . 20 mほどの隅 丸長 方形もしくは隅丸

方 形と 予想さ れる。 確認面からの掘り込みは深く 平均
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40 cm 前後で ある。 柱穴 ． 炉址等の内部 施設は確 認さ れて

おらず 住居址とする 積極的な 根拠は 無 い。 箱清 水式を中 心とする土器破片が出土しており、 弥生 時代後期に比 定さ

図17 9号住居址出土土器実測図 (1 : 4 )  

れる。

10 号住 居址 （ 図18- 21)

弥生中期栗林式期の 住居址で ある。 1 •  9 

号溝址に 切ら れ南側は 調査区外となる。

径4 .50 mほどの 円形住居址と考えら れ、 主

柱穴はP l-P4 の 同心円状の配 列が 予想さ

れる。 p 5は0 .90 X0 .80 mの不整 形な掘り込

みで ある。 炉 址等その他の 施設は確 認さ れて

いな い。 覆 上 下層から 床面にかけて比較 的多

量の 土器を 出土して いるが、 栗林式の 中でも

古相を 呈して いる。
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図20 10 号住 居址出土 土器実測図( 1 : 4 )  
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図21 10 号住 居址出土土器拓影②( 1  : 3) 

11号住 居址 （図22 • 23) 

6 号溝址 • 11号溝址. 7号 土壊に切られ東側は調査

区外となる。

弥生時代中期栗 林式期の住 居址で、 平面 プ ラ ンは

4 .80 X 5 .00 m ほどのやや不整な 円 形住 居址と考えられ

る。 主柱穴はP l -P 6を 検出 しており、 7 - 8本の

同心 円状の主 柱穴配置が予想される。 炉は住 居址中央

やや 南よりに位置し、 深さ 28cmと 非常に深い掘り込み

で、 内部には 灰と炭化物が 充満 していた。 床面は住 居

址中央付近を中心に比較的 堅緻な状 況を 呈していた。

床面上より 若干の土器破片が出土している。

11号住 居址
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図2 2 11 号住居址実測図C1 : 80) 

1 号溝址 （図 3 · 24)

調査区 内をほぼ東西方向に 直線的に 横切 る 中世の溝址であ る。 東側はほ ぽ完掘しえたが、 西側は 湧水 著しく 南側

図2 3 11号住居址 出 土 土器拓影 (1 : 3) 

の立ち上がりを確認したにとど まった。 完掘した東側の所見からは、 確認面での幅は 2. 0 0- 2. 20 m、 溝底幅 0 . 8 5-

l .OO mほどで深さは 平均 50 cm前後であ る。 断面は 逆台形 状を呈す る。 溝底付近から、 内耳土器や カワ ラケ皿を 出土

しており、 また 獣骨 片も比 較的多量に 出土してい る。

2号 溝址 （図 3)

調査区東側で 南北方向に12 m 程検 出された溝址であ る。 幅 50 cm前後、 深さ 5 cm前後の 小規模なものであ る。 土器

小破片を 若干出土してい るが時期を 特定しう るものは無い。
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図2 4 1 号溝址 出土土器実測図C1 : 4 )  
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A' 

S B 2  

S B 1  

3号・ 4号溝址 (1号周溝墓 ） （図2 5 - 2 7)

調査区東北隅にて検出されたもので、 溝幅 最大 5 .10 m、 周溝規模 最 大 長

20 m 強、 周溝区画 内の 内法一辺約13 mを測る大 型の 周溝墓である。

周溝 開口部は調査区外となり不明であるが、 出 土 土器の時期からして、

周溝 開口部が 突出した 前方後方形を 呈する周溝墓と考えられる。 主体部は

確認されてい ないが、 周溝の深さは 最深で 30 cm前後である。

周溝底に接する形で底部 穿孔された壷(1)やその 他の壷C 2 · 3) が出 土

しており、 2• 3号住居址など弥生時代後期の住居址を切って構築されて

いる 点や 、 出土 土器の 様相により、 古墳時代初頭の所 産と考えられる。

図2 5 1 号周溝墓実測 圏C1 : 1 50) 

3号溝址 (1号周溝墓 ）

. --

;" . ' . \ · ·· · ·; 

.. . . ヽ・,. . ,,, ;, , , . 

4号溝址 C 1号周溝墓 ） 土器出 土 状況
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図2 7 3号 ・ 4号溝址 (1号周溝墓 ） 出土 土器拓影C1 : 3) 

5号溝址 （図 3)

調査区 東側にて検出された溝址で、 北東から 南西方 向 へ直線的に 伸びる形 態を呈する。 検出しえた長さは 6.50 m

ほどで、 幅 平均40 cm、 深さ 5 cmほどの 小規模な溝址である。 若干の 土器破片を出土しているが、 明確に時期を 特定

しうる遺物はない。

6号溝 址 ( 2号周溝墓 ） （図2 8- 30)

調査 区東側にて 1号周溝墓に 隣接する

形で検出された。 西側は大 半が調査区外

となり詳 細は不明である。 溝幅 最大1. 60

m、 想定周溝規模 最 大長 10 m前後、 周溝

区 画内の想定 内法一辺 8 m前後を測る周

溝墓である。 周溝 開口部は調査区外とな

り不明であるが、 1号周溝 募同様周溝 開

口部が 突出した前方後方形を呈する周溝

墓と予想される。 セク シ ョ ンから 若干の

墳 丘盛り 土が確認されている。 6号溝址C 2号周溝墓 ）

S B 4  

図2 8 6号溝址 ( 2号周溝墓 ） 実測図( 1 : 10 0) 
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図29 周溝墓 土層断 面図(1 : 60 ) 

土層 説明

1 .  耕作土

2. 淡 黄褐色 粘質土 （ 炭化物混 ）

3. 灰黒褐色粘質土 （ 粘性強 ）

4. 暗 黒褐色粘質土

5. 黒褐色粘質 土 （ 周溝覆土 、 粘性強 ）

6. 灰黒掲色粘質土 （ 周 溝覆土 ）

7. 淡 黄褐色粘質土 （ 炭 化物混 ）

8. 黒褐 色粘質 土 （ 周溝覆土、 粘性強 ）

9. 黄褐色 シ ル ト 質粘 土 ＋ 黒褐色粘質土
（ 墳丘盛土 ）

�Iこ2 

�,� 
4 

□ I �  

二 , �8 

2A JO 

菫
13

二17
3 

Fl � 5 

F / �7 

亡 1 -g， 

二叶亨戸
1 1  

乙 12

〉� 14
汀�5

図30 6号溝 ( 2号周溝墓 ） 出 土土器実測図( 1 : 4 )  

-19-



凸

①
[
 

図31 7号溝址実測図C 1 : 10 0 )  

7号溝址 （図31)

当初弥生時 代後期の 円形周溝墓を想定して調査を 進めたが、 明確に周溝墓と 想定する積 極的な 根拠は無い。

7 号 溝 址

径約 6 rnの 円形の周溝で、 西側に ーか所不 連続部分が存在する。 溝の掘り込みは浅く 平 均 5- 10 cm前後である 。

中央に 1.70 X l . 80 mの長方形の土壊が存在する。 深さは 10 cm前後 と浅く、 墓壊主体部を想定させる痕跡ならびに遺

物は出 土していない 。

全体に出土遺物は 少なく、 弥生後期 土器破片が 若干出 土しているの みである。

9号溝址 （図 3)

10号住居址を切るが、 1号溝址に切られ、 長さ 2 m ほどを 検出したにすぎない。

確認面での幅は北側で 1. 30 m、 南側で 2 .30 m と 南側が大きく広がり、 深さは 平 均2 5cm前後である。 弥生後期の 土

器破片を 若干出土しているが、 明確に時期を規定するものはない。

10号溝址 （図 3)

8号住居址の上層を切って構築される。 幅 平 均2 .10 m、 深さ 35cm前後の比較的大規模な 掘り込みの溝址で断面は

逆台形状を 呈する。 かなりの量の弥生後期の土器破片が出 土しているが、 8号住居址からの 混入が大半であり、 明

確に時期を規定するものはない 。

12号溝址 （図 3)

南北方 向に 直線的にのびる溝址だが、 長さ 2 m ほどを確認したにすぎない。 幅 90 cm、 深さ 50 cm前後の規模で、 断

面 逆台形状を 呈する。 内耳土器の破片を出 土しており中世の所産と考えられる 。

1号 土壊 （図 3)

1号住居址を切るが、 北側は調査区外となり ½ほどを 検出したにすぎない 。 径1.50 m ほどの 円形 土堀で、 深さは

平均20 cm前後である。 弥生後期の 土器破片を 若干出土しているが、 1号住居址からの 混入で、 時期は不明である。

2号 土壊 （図 3 • 3 2 )  

径1.30 m、 深さ 40 cm前後の 円形土壊である。 内部より 小 型器台の破片が出 土しており、

古墳時 代初頭に比定される。

図32 2号土壊出土 土器
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3号 土壊 （圏 3 )

0.50 X 0. 45 mのやや不整な 長方形の土壊で、 深さ 15cm前後である。 覆土

上層より、 小 型の 木製漆塗り 椀が出土しており、 中世の所産と考えられる。

4号 土壊 （図 3 )

6号溝址に 切られ、 若干を検出したにすぎない。 径0. 8 0 mほどの 円

形 土壊と予想され、 深さは 平 均25cmである。 弥生後期土器、 土 師器破

片を出 土しているが、 時期は 特定できない 。

ロ
図33 5号 土壊出土土器

2
 

5号 土壊 （図 3 · 3 3 )

6号溝址底面に検出された 土壊で、 1 . 1 0 X 0 .9 0 mのやや不整な 円形

土 堀である。 掘り 込みは深く 72cmを測る。 覆土上層より 甕形 土器が出

土しており、 弥生時代終末～古墳時代初頭に比定される。

図34 6号 土壊出 土土器

6号土壊 （図 3 • 3 4 • 35)  

6号溝址に切られる。 径1. 70 mほどの 円形 土壊で、 掘り 込みは深く 70cmを測る。 覆土内より比較的多量の土器が

出土しているが、 弥生時代終末の所産と考えられる。

7号 土壊 （図 3 )

1 1号住居址中に検出されたもので、 1 1号住居址を切っている。 径0. 9 5 mの 円形土壊で掘り 込みは深く 70cmを測る。

弥生後期の土器破片が出 土しており、 同時期に比定される。

贔＼ H 5 

図35 6号 土壊出土 土器拓影 ( 1 : 3 )  
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 図36 遺構外出 土土器実測図C 1 : 4 )  

- 2 1-



番 法 量 (cm) ! 成 形 ． 調 整 ． 文 様
器 種

口 径 底径 器高 外 面 内 面
備 考

1 号 住 居 址

1 壷 ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩、 2 本一対 の 櫛描 T 字文 ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩

2 甕 ハ ケ →縦 ヘ ラ ミ ガ キ 、 櫛描波状文 ハ ケ → ヘ ラ ミ ガ キ

3 杯 5 . 7  ケ ズ リ →ヘ ラ ミ ガキ ・ 赤彩、 底面 ： ケ ズ リ → ナ デ ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩

2 号 住 居 址

I 壷 1 3 . 0  胴2 上本一部対： ヘの櫛
ラ

描
ミ T

ガ
字
キ

文
・ 赤彩、 胴 下部 ， ハ ケ → ミ ガキ ロ縁 ： ヘ ラ ミ ガ キ • 赤彩 胴部 ・ ナ デ

2 高 杯 24 . 0  ヘ ラ ミ ガ キ • 赤彩 ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩

3 壷 口縁 ． 横 ナ デ、 頸部 横 ナ デ 口縁 ・ ミ ガキ 胴部 ： ハ ケ

4 壷 ミ ガ キ ナ デ ？

5 高 坪 ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩 ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩

6 蓋 1 5 . 4  4 8 ハ ケ 焼成前穿孔 1 ナ デ

3 号 住 居 址

1 壷 6.0  胴
胴 下

上半
半

： ハ ケ → ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩
・ ハ ケ → ヘ ラ ミ ガ キ

ハ ケ

2 甕 5 . 2  ハ ケ → ヘ ラ ミ ガ キ 、 櫛描波状文 2 ヘ ラ ミ ガ キ

3 好 1 3 . 3  3 . 4  6 . 1  ケ ズ リ → ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩 ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩

4 高 杯 1 3 . 0  9 . 4  8 .4  ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩、 三角 形透孔 3 胚部 ： ヘ ラ ミ ガキ ・ 赤彩、 脚部 ： ナ デ

5 杯 1 3 . 0  ヘ ラ ミ ガ キ • 赤 彩 ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩

4 号 住 居 址

1 壷 ヘ ラ ミ ガ キ • 赤彩、 櫛 描 T 字 文 日縁 ： へ う ミ ガキ • 赤彩、 屈部 へ う ミ ガキ 床

2 壷 ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩 ケ ズ リ → ヘ ラ ミ ガ キ 覆土

3 壷 6 0 ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩 上半 ： ヘ ラ ミ ガ キ、 下半 ハ ケ→ナ デ II 

4 甕 1 6 . 2  7 0 口縁 ： ヨ コ ナ デ、 胴部 ハ ケ → ヘ ラ ミ ガ キ 口縁 ． ナデ、 胴部 ・ ケ ズ リ →ハ ケ→ ミ ガキ II 

5 甕 1 2 . 2  5 . 6  ミ ガ キ 、 櫛描簾状文→櫛描波状文 ヘ ラ ミ ガ キ II 

6 甕 1 5  4 櫛描簾状文 • 波状文 ヘ ラ ミ ガ キ II 

7 高 杯 23.4  ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩 ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩 II 

8 甑 1 5 . 7  5 . 0  1 1  7 ヘ ラ ミ ガ キ 、 焼成前穿孔 l ヘ ラ ミ ガ キ 床， 甑 1 9 . 6  5 . 6  1 7  2 ヘ ラ ミ ガ キ 、 焼成前穿孔 l ヘ ラ ミ ガ キ 部分的 に赤彩 床

5 号 住 居 址

1 片 口 鉢 1 4 . 0  4 . 6  10 2 ヘ ラ ミ ガ キ ヘ ラ ミ ガ キ

9 号 住 居 址

1 甕 1 8 . 0  ナ デ ナ デ

2 台付甕 10 6 ヘ ラ ミ ガ キ 体部 ： ミ ガ キ 、 脚部 ハ ケ →ナ デ

1 0 号 住 居 址

I 壷 9 . 0  突帯→キ ザ ミ 、 エ字文→ヘ ラ 列点文→ ミ ガ キ 口縁 ． 赤彩、 胴部 ： ナ デ

2 壷 ヘ ラ ミ ガ キ 、 突帯→ キ ザ ミ ナ デor ミ ガ キ

3 壷 8 0 口 唇 ： L R 縄文、 頸部 ： 半月 形連続刺突 ヨ コ ナ デ

4 壷 7 . 4  R L 縄文地文→ ヘ ラ 連弧文、 ヘ ラ ミ ガ キ ハ ケ→ ナ デ

5 甕 1 6 . 6  ハ ケ → ミ ガ キ 、 櫛単斜条痕 ヘ ラ ミ ガ キ

6 甕 1 9 . 2  口 唇 L R 縄文、 胴 ： 櫛単斜条痕or横位羽状文 ハ ケ → ヘ ラ ミ ガ キ

1 号 溝 址

l 内 耳 28 8 25 2 1 3 . 7  ナ デ、 ス ス 付着 ナ デ

2 内 耳 口唇部面取、 ナ デ、 ス ス 付着 ナ デ

出 土土器観察表①
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番
器 種

方Cコ

3 擢 鉢

4 皿

5 皿

6 皿

7 皿

8 皿

1 壷

2 壷

3 壷

4 壷

5 壷

6 壷

7 甕

8 甕， 甕

10  甕

1 1  甕

1 2  甕

13  甕

14 甕

1 5  甕

16  甕

1 7  甕

1 8  甕

19 甕

20 甕

2 1  甕

22 甕

23 甕

24 甕

25 甕

26 甕

27 甕

28 甕

29 

30 

3 1  甕

32 甕

33 甕

34 台付甕

35 鉢

法 量 (cm) 遺 成 形 ． 調 整

口 径 底径 器高 岳 外 面

1 2 . 7  ロ ク ロ ナ デ

6 . 5  3 8 1 . 7  ロ ク ロ ナ デ、 底部 ： 糸切 り

6 . 4  3 . 8  1 . 5  ロ ク ロ ナ デ、 底部 ： 糸切 り

7 . 0  4 . 8  1 7 ロ ク ロ ナ デ、 底部 ： 糸切 り

6 4 3 2 l 7 ロ ク ロ ナ デ、 底部 ・ 糸切 り

7.8  4 .8  2 .7  ロ ク ロ ナ デ、 底部 ： 糸切 り → ナ デ

3 号 . 4 号溝址 ( 1 号周溝墓）

18 .6  8 . 2  1 6 . 5  

2 0  0 

1 1 . 5 5 . 2  17 .8  

22 .0  

30.4 

18.2 

4 6 

3 .4  

2 . 6  

9 . 0  

17 .4  

口縁 、 ハケ、 胴部 ． ハ ケ→ ミ ガキ、 底部 ． 焼成前穿孔、 赤彩

口縁 ： ハ ケ→ ミ ガキ、 胴部 ： ハ ケ→ ミ ガキ、 赤彩
口緑

部
ハ ケ→ナ デ、 胴部 ・ ハ ケ→ ケ ズ リ → ミ ガ キ、

底 ケ ズ リ

突帯 ＋ ヘ ラ キ ザ ミ

口 縁 ： つ ま み上げ、 強 ヨ コ ナ デ

口 縁 波状文 1 、 櫛描簾状文→櫛描波状文

口 縁端部 ： 擬凹線、 口縁 ・ ハ ケ → ナ デ ？

口 唇 ： 強 ヨ コ ナ デ、 口縁 ： ハ ケ→ ナ デ ？

口縁 ： ヨ コ ナ デ、 ナ デ

ヨ コ ナ デ

口縁 ： ヨ コ ナ デ、 胴部 ： ハ ケ →ナ デ

ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ

ョ コ ナ デ

口 唇 ： ヨ コ ナ デ、 口縁 ハ ケ

ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ

強 ヨ コ ナ デ

擬凹線、 ナ デ

擬凹線、 ナ デ

ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ

ハ ケ

ハ ケ 、 底面 ケ ズ リ

ハ ケ→ ケ ズ リ

ハ ケ→ ナ デ

縦 ケ ズ リ → ナ デ

出 土 土器 観察表②
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． 文 様
内 面

備 考

ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ

口縁 ： ミ ガキ · 赤彩、 胴部 板 ナ デ

口縁 ： ミ ガキ ・ 赤彩、 胴部 ハ ケ

口縁 ： ハ ケ→ナデ、 胴部 ・ ハ ケ ・ ケ ズ リ

ナ デ

強 ヨ コ ナ デ

ヘ ラ ミ ガキ

ナ デ ？

ハ ケ → ナ デ

ハ ケ →ナ デ

ヨ コ ナ デ

口縁 ・ ヨ コ ナ デ、 胴部 ： ハ ケ

口縁 ヨ コ ナ デ、 胴部 ． ハ ケ

口縁 ． ヨ コ ナ デ、 胴部 ． ケ ズ リ

ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ

ョ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ

口縁 ： ヨ コ ナ デ、 胴部 ： ハ ケ

ヨ コ ナ デ

ハ ケ→ ヨ コ ナ デ

ョ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ

ハ ケ

ハ ケ

ハ ケ

ハ ケ

ハ ケ→ ミ ガ キ



番 法 量 (cm) 遺 成 形 ． 調 整 . 文 様
器 種

口 径 底径 器高 乱 外 面 内 面
備 考

号

36 坪 14 8 5 . 0  6 6 ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩 ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩

37 高 杯 9 .4  ハ ケ → ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩、 三角形透孔 5 杯部 ： ヘ ラ ミ ガキ ・ 赤彩、 脚部 ： ナ デ

38 台付甕 8 4 ヘ ラ ミ ガ キ 胴 部 ： ヘ ラ ミ ガ キ 、 脚部 ： ナ デ

39 高 杯 12 0 ヘ ラ ミ ガ キ 、 円 形透孔 3 ハ ケ→ ナ デ

40 器 台 ミ ガ キ ミ ガ キ

6 号溝 ( 2 号周溝墓）

1 壷 25 .2  ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩、 櫛 描 T 字文or直線文 ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩

2 甕 擬凹線、 ヨ コ ナ デ ハ ケ → ヨ コ ナ デ

3 甕 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ

4 甕 ヨ コ ナ デ、 ハ ケ ヨ コ ナ デ

5 甕 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ

6 甕 ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ

7 甕 ヨ コ ナ デ ョ コ ナ デ

8 甕 ョ コ ナ デ ョ コ ナ デ

， 甕 ョ コ ナ デ ョ コ ナ デ

10  台付甕 7 .6  ナ デ 胴 部 ： ナ デ、 脚部 ： ハ ケ → ナ デ

1 1  高 坪 13  2 ハ ケ → ヘ ラ ミ ガ キ ハ ケ → ナ デ

12 高 坪 1 1 . 0  ハ ケ → ヨ コ ナ デ ハ ケ

13 高 坪 ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩 林部 ・ ヘ ラ ミ ガキ • 赤彩、 脚部 ： ナ デ

1 4  高 杯 ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩 杯部 ヘ ラ ミ ガキ • 赤彩、 槻部 • ハ ケ ・ ナ デ

1 5  高 杯 ヘ ラ ミ ガキ ・ 赤彩 杯部 ヘ ラ ミ ガキ ・ 赤彩、 脚部 ： ナ デ

2 号 土 濱

1 器 台 1 0 . 0  ヘ ラ ミ ガ キ • 赤 彩 ヘ ラ ミ ガ キ • 赤彩

5 号 土 濱

1 甕 17 4 ヨ コ ナ デ、 ハ ケ ハ ケ → ヨ コ ナ デ

6 号 土 濱

1 壷 剥落詳細不明 剥落詳細不明

2 器 台 9 0 ヘ ラ ミ ガキ · 赤 彩 ヘ ラ ミ ガ キ ・ ナ デ

遺構外出土土器

1 壷 5 2 沈線区画→ L R 縄文 ・ 半月 形連続剌突 剥落詳細不明

2 壷 ョ コ ナ デ ョ コ ナ デ

3 甕 18 .4 剥落詳細不明 剥落詳細不明

4 甕 剥落詳細不明 剥落詳細不明

5 甕 17 . 4  ハ ケ ハ ケ

6 甕 ハ ケ → ケ ズ リ 口縁 ： ハ ケ 、 胴部 ・ ケ ズ リ

7 杯 16 .0  ヘ ラ ミ ガキ ・ 赤彩 ヘ ラ ミ ガ キ ・ 赤彩

8 台付甕 10 .0  ハ ケ → ヘ ラ ミ ガ キ 胴部 ： ミ ガ キ 、 脚部 ： ハ ケ

， 高 財 8.6 ハ ケ、 円形透孔 ハ ケ

10  高 坪 1 0 . 2  ヘ ラ ミ ガ キ ハ ケ → ナ デ

1 1  高 杯 ヘ ラ ミ ガ キ ナ デ

出 土土 器観察表 ③

- 24 -



＼ 

- 25 -



報 告 書 抄 録

ふ り が な こ じ ま や な ぎ は ら い せ き ぐ ん み や に し いせ き

書 名 小 島 柳 原 遺 跡 群 宮 西 遺 跡

長野電鉄株式会社 ・ 株式会社長野 ジ ャ シ イ 中俣住宅地造成事業 に 伴 う 埋蔵文化財発掘
書 名

調査報告書

巻 次

シ リ ー ズ 名 長野市の埋蔵文化財

シ リ ー ズ 番 号 第64集

編 著 者 名 千 野 浩 寺 島 孝 典

編 集 機 関 長野市教育委員会 （埋蔵文化財セ ン タ ー ）

所 在 地 〒381 -22 長野市小島田町1414 長野市立博物館内 Tel 0262 -84 -0004 

発 行 年 月 日 1994年 3 月 30 日

ふ り が な ふ り が な コ ド 北 緯 東 経 調査面積

市町村 ： 遺跡番号 0 , H 0 , H 
調査期間 調査原因

所収遺跡名 所 在 地 面

み宮
や に

西し
遺 跡 長野市大承綺篇

： 
36度 138度 1994年 1 月 500 宅地開発

字宮
，，やに

西
し 39分 15分 20 日 - 2 月

33秒 12秒 24 日

所収遺跡名 種別 主 な 時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

宮 西 遺 跡 集 落 弥生 ・ 古 住居址 1 1 軒 弥生土器 • 土師器

墳 • 中世 周溝墓 2 基

溝 址 1 1 条

土 壊 7 基

長野市の埋蔵文化財第64集

小 島 柳 原 遺 跡 群 宮 西 遺 跡

平成 6 年 3 月 25 日 印刷

平成 6 年 3 月 30 日 発行

編 集 長 野 市 教 育 委 員 会

発 行 長野市埋蔵文化財 セ ン タ ー

印 刷 侑）長野 プ リ ン ト サ ー ビ ス


	例言
	目次
	挿図目次
	序
	Ⅰ　調査経過
	１　調査に至る経過
	２　調査体制

	Ⅱ　小島柳原遺跡群の環境
	Ⅲ　調査
	１　調査概要
	２　遺構と遺物




